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諮

問

◇
諮
問
第
１
号

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
高
橋
　
秀
樹
　
氏

　
　
　
　
滝
沢
　
周
一
　
氏

　
　
　
　
水
野
　
敏
子
　
氏

　
　
　
　
江
尻
ふ
さ
子
　
氏
　

　
　
　
　
　
　
　
《
適
任
と
認
め
る
》

請
　
願
　
審
　
査

意
　
　
見
　
　
書

◇
請
願
第
１
号
　

　「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

　
堅
持
」
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　   

　
　
　《
趣
旨
採
択
》

　
　◇

請
願
第
２
号

　
30
人
規
模
学
級
の
早
期
実
現
、
複

　
式
学
級
編
成
基
準
の
改
善
、
教
職

　
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提
出

　
に
関
す
る
請
願  

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
趣
旨
採
択
》

◇
請
願
第
３
号

　
長
野
県
独
自
の
30
人
規
模
学
級
の

　
中
学
校
全
学
年
へ
の
早
期
拡
大
と

　
複
式
学
級
の
解
消
、
県
独
自
に
教

　
職
員
配
置
増
を
求
め
る
意
見
書
提

　
出
に
関
す
る
請
願

  

　 

　
　
　
　
　
　
　《
採　
　

択
》

　
　

請
願
者 

　
　

飯
山
市
教
職
員
組
合

　
　
　
　

代
表
者　

藤
田　

茂
樹

◇
請
願
第
４
号

　
福
島
第
一
原
発
の
事
故
対
策
の
強

　
化
、
原
子
力
政
策
の
転
換
、
自
然

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
・
普
及

　
等
に
関
す
る
国
あ
て
意
見
書
の
採

　
択
を
求
め
る
請
願

  

　 

　
　
　
　
　
　
　《
趣
旨
採
択
》

　
　

請
願
者 

　
　

北
信
地
区
労
働
組
合
会
議

　
　
　
　

議
長　

下
田　

由
人

◇
意
見
書
第
１
号

　
長
野
県
独
自
の
30
人
規
模
学
級
の

　
中
学
校
全
学
年
へ
の
早
期
拡
大
と

　
複
式
学
級
の
解
消
を
求
め
る
意
見
書  

　 

　
　
　
　
　
　  

　《
可　
　

決
》

◇
意
見
書
第
２
号

　
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
原
子
力

　
発
電
所
の
事
故
に
関
す
る
意
見
書  

　 

　
　
　
　
　
　
　《
趣
旨
採
択
》

　

※
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

　
　

 

へ
送
付
し
ま
し
た
。　

管
外
視
察
報
告

先
ご
ろ
行
な
っ
た
各
常
任
委
員
会
の

管
外
視
察
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
総 

務 

文 

教

　
常
任
委
員
会

　
　
　
　

　
　
　
　
委
員
長　
西
條　
豊
致

　
平
成
23
年
５
月
10
日
～
12
日

　
沖
縄
県
糸
満
市
・
那
覇
市

沖縄県庁

　
当
委
員
会
で
は
平
和
学
習
と
し
、

今
国
会
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
米

軍
の
基
地
の
現
地
を
視
察
し
、
沖
縄

県
基
地
対
策
課
か
ら
米
軍
基
地
に
つ

い
て
、
そ
の
実
態
と
返
還
問
題
に
つ

い
て
学
習
し
た
。

　

普ふ
て
ん
ま

天
間
飛
行
場
の
基
地
周
辺
に
は

学
校
や
住
宅
、
病
院
が
集
中
し
、
世

界
中
で
も
一
番
危
険
な
基
地
と
言
わ

れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
お

い
て
、
日
本
で
唯
一
の
地
上
戦
が
行

わ
れ
た
地
で
あ
り
、
沖
縄
戦
で
は

20
万
人
余
の
尊
い
命
や
貴
重
な
文
化

遺
産
が
失
わ
れ
る
等
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
。
当
時
、
沖
縄
の
人
口
の

４
分
の
１
の
住
民
が
犠
牲
に
な
り
、

そ
の
後
27
年
間
米
国
の
統
治
下
と
な

り
、
民
有
地
の
強
制
接
収
等
に
よ
り

広
大
な
米
軍
基
地
が
形
成
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
沖
縄
は
米
軍
に
と
っ
て

「
太
平
洋
の
要
石
」
と
し
て
の
役
割
を

す
る
が
、
１
９
７
２
年
県
民
の
願
い

で
日
本
復
帰
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、

多
く
の
米
軍
基
地
が
そ
の
ま
ま
日
米

安
全
保
障
条
約
に
基
づ
く
提
供
施
設

と
し
て
引
継
が
れ
、
県
民
は
過
重
な

基
地
負
担
を
背
負
う
事
と
な
っ
た
。

　

米
軍
基
地
は
施
設
数
34
、
面
積

２
３
２
３
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
沖

縄
の
総
面
積
の
約
10
・
２
％
を
占
め

る
。
米
軍
軍
属
家
族
は
合
計
４
４
，

８
９
５
人
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
全

国
の
米
軍
施
設
面
積
の
約
74
％
を
占

め
、
沖
縄
で
は
国
有
地
以
外
が
66
％

で
あ
る
。
ま
た
、
軍
別
軍
人
数
は
海

兵
隊
が
61
％
で
あ
り
、
沖
縄
で
の
犯

罪
で
も
海
兵
隊
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

海
兵
隊
の
海
外
移
設
を
望
む
声
が
大

き
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
米
地
位
協
定
に
よ
り
、
米
軍
や
軍

人
の
権
利
義
務
が
米
軍
有
利
と
な
っ

て
い
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て

制
定
後
50
年
間
１
度
も
改
正
が
な
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

県
経
済
へ
の
影
響
は
、
米
軍
基
地

関
係
収
入
の
推
移
を
見
る
と
県
民
総

所
得
に
占
め
る
割
合
も
、
昭
和
47
年

15
・
５
％
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
20

年
で
は
５
・３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

嘉か

で

な
手
納
基
地
を
高
台
か
ら
見
る
と
、

４
０
０
０
ｍ
級
の
２
本
の
滑
走
路
を

有
し
、
極
東
に
お
け
る
米
軍
の
最
重

要
基
地
と
な
っ
て
い
る
の
を
目
前
に

驚
き
で
し
た
。

　

次
に
糸
満
市
の
「
が
じ
ゅ
ま
る
児

童
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
、
児
童
福

祉
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
の

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

広
い
公
園
の
一
角
に
併
設
し
、
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
館
と
し
て
の
児
童

館
で
、
営
業
時
間
は
午
前
は
10
時
か

ら
午
後
６
時
で
あ
る
。
学
校
と
住
宅

地
の
近
く
で
公
園
に
は
大
き
な
遊
具

も
あ
り
、
子
供
達
が
外
で
も
元
気
に

遊
ぶ
事
が
出
来
る
。
２
階
で
は
高
校

生
が
ダ
ン
ス
の
練
習
等
に
も
使
用
で

き
る
様
に
な
っ
て
お
り
、
バ
ン
ド
等

の
機
材
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
に
行
け
な
い
子
供
達
も
通
っ
て

来
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
参
加
者
の

多
い
活
動
と
し
て
は
、
地
域
の
人
達

と
児
童
館
利
用
者
が
交
流
す
る
「
ま

あ
ら
祭
」
や
「
お
ば
け
や
し
き
」、「
新

春
も
ち
つ
き
大
会
」
等
、
地
域
の
人

達
と
の
交
流
会
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

２
日
目
は
台
風
１
号
の
大
雨
の
中
、

ひ
め
ゆ
り
平
和
記
念
資
料
館
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
館
は
、
戦
争
・
教
育
・

生
命
そ
し
て
人
間
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
る
施
設
で
あ
り
、
多
く
の
修
学
旅

行
生
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
各
自
、

塔
に
供
え
る
花
束
を
買
い
、
献
花
し
、

資
料
館
に
入
り
ま
し
た
。
沖
縄
師
範

学
校
女
子
部
と
県
立
第
一
高
等
女
学

校
の
女
子
学
生
が
、
一
九
四
五
年
三

月
、
沖
縄
陸
軍
病
院
に
配
属
さ
れ
、

ひ
め
ゆ
り
部
隊
と
呼
ば
れ
、
勤
労
奉

仕
と
い
う
形
で
看
護
・
死
体
埋
葬
な

ど
の
作
業
を
手
伝
う
中
、
４
月
１
日

ア
メ
リ
カ
軍
が
本
島
に
上
陸
、
５
月

に
は
南
部
に
も
戦
線
が
せ
ま
り
、
日

本
軍
と
と
も
に
陸
軍
病
院
を
出
、
６

月
突
然
の
解
散
命
令
で
戦
場
の
真
只

中
に
放
置
さ
れ
ま
し
た
。
動
員
さ
れ

た
教
師
・
生
徒
２
４
０
人
中
１
３
６

人
が
亡
く
な
る
事
実
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
平
和
を
訴
え
続
け
る
よ
う

作
ら
れ
た
資
料
館
で
あ
り
、
ひ
め
ゆ

り
の
塔
の
そ
ば
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

見
学
後
思
う
事
は
、
教
育
の
大
切
さ

と
い
う
事
で
あ
り
、
戦
争
を
知
ら
な

い
多
く
の
世
代
に
戦
争
と
は
ど
の
様

な
も
の
か
を
、
平
和
の
大
切
さ
を
後

世
に
伝
え
、
考
え
さ
せ
る
施
設
で
あ

り
続
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
摩ま

ぶ

に

文
仁
の
丘
に
行
き
、
慰

霊
の
塔
や
戦
争
の
犠
牲
者
と
な
っ
た

20
万
人
の
名
前
を
刻
ん
だ
平
和
の
碑

を
視
察
し
、
信
濃
の
塔
に
合
掌
し
哀

し
き
諸
霊
の
冥
福
を
祈
り
つ
つ
、
平

和
祈
念
資
料
館
の
学
芸
員
に
よ
る
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
常
設
展
示
の「
沖

縄
戦
へ
の
道
」「
瓦が

れ
き礫

と
化
し
た
島
」

「
住
民
の
見
た
沖
縄
線
」「
住
民
の
証

言
」「
太
平
洋
の
要
石
」
と
続
く
資
料

館
を
見
る
中
で
、
改
め
て
平
和
を
世

界
に
発
信
す
べ
き
と
考
え
さ
せ
ら
れ

る
視
察
で
し
た
。

　
産 

業 

建 

設

　
常
任
委
員
会

　
　
　
　

　
　
　
　
委
員
長　
水
野　
晴
光

　
平
成
23
年
５
月
17
日
～
19
日

　
佐
賀
県
鳥
栖
市
・
福
岡
県
筑
後
市
・

　
柳
川
市

叙
勲
伝
達

　
飯
山
市
議
会
第
20
代
議
長
（
昭
和

59
年
12
月
10
日
～
昭
和
61
年
12
月
11

日
）
の
清
水
重
右
エ
門
氏
が
、
こ
の

た
び
88
歳
の
高
齢
者
叙
勲
を
受
け
、

平
成
23
年
６
月
１
日
に
旭
日
双
光
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
に
歴
代
議
長
会
の
場
に

お
い
て
、
久
保
田
議
長
か
ら
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第20代議長清水重右エ門氏（写真中央）

◎
佐
賀
県
鳥
栖
市

　
「
新
幹
線
駅
周
辺
整
備
と
広
域
観
光

　 

に
つ
い
て
」

　

鳥
栖
市
は
佐
賀
県
北
東
部
、
福
岡

県
境
に
位
置
し
人
口
６
８
，
６
０
０

人
。
九
州
新
幹
線
は
、
３
月
12
日
に

新
八
代
駅
か
ら
博
多
駅
ま
で
開
業
し
、

博
多
～
鹿
児
島
ま
で
全
線
で
営
業
運

転
を
開
始
し
た
。

　

新
幹
線
新
鳥
栖
駅
は
、
九
州
縦
貫
・


